
相談支援の展開と視点



＜研修全体の目標＞

①基本を学ぶ

②学んだことを実践できる

③伝達できる（講師になれる）



「相談支援の展開と視点」のポイント

①相談支援の展開について基本的な流れ、
構図を理解する。

②実践(事例)を通して支援の視点を理解する。

③本事業における終結を理解する。
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実 践 事 例



事例シート1 （把握・アウトリーチ・相談受付）

マサ子さん（82歳）
厚生年金13万円

イチロウさん（54歳）
元板前



事例シート2 （アセスメント・プラン作成）



平成29年度 自立相談支援事業従事者養成研修【前期】共通カリキュラム 「相談支援の展開」

（事例シート１）

82歳の母親（マサ子さん）と54歳の息子（イチロウさん）は、持ち家で二人暮らしである。

マサ子さんは足腰が弱り、一人でトイレに行くこともままならない状態にある。ゴミ捨てや買い物に出かけ
るマサ子さんの姿を見かけなくなったことを心配した近所の人がマサ子さん宅を訪れた際、そのことを知っ
て民生委員に連絡した。

民生委員が訪問すると、「私のことはほっておいて。とにかく息子のことが一番心配なの。息子のために一
日でも長く生きていくしか方法がない」と涙ぐむ姿を見せた。以前は、近隣住民とのつきあいがあったが、
今ではほとんどない。庭木の手入れもできず、うっそうとしている。

息子のイチロウさんは、以前は板前をしていたが、２年半前にリストラされて実家に戻った。現在、収入は
ない。最近は再就職に向けた活動もまったくしておらず、マサ子さんの厚生年金で生活している様子で、朝
からお酒を飲んでいることも多い。近所の人と会うことを避け、たまに会ったときに声をかけると、にらみつ
けられるので、みんな怖がっている状態である。また、イチロウさんが野良猫に残飯を与えるので、猫がた
くさん集まってきて、近隣からは苦情が出ている。
民生委員から自立相談支援機関に連絡が入り、この世帯へのかかわりが始まった。



平成28年度 自立相談支援事業従事者養成研修【前期】共通カリキュラム 「相談支援の展開」

（事例シート２）

自立相談支援機関の相談支援員は、民生委員と一緒にマサ子さん宅を初回訪問し、その後５回訪
問した。マサ子さんは１階で、イチロウさんは２階で暮らしているようだった。１階は窓を閉め切って薄
暗く、物が散乱している様子であるが、マサ子さんはそれなりに清潔な身なりをしている。マサ子さんは
相談支援員に「部屋が散らかっていてごめんなさい」と話した。

この間の訪問のなかで、マサ子さんは少しずつ息子のイチロウさんのことについて話し始めた。イチ
ロウさんが実家に戻ったのはリストラされたことだけでなく、高齢のため一人暮らしがおぼつかなくなっ
た母親を心配してのこともあること。イチロウさんは食事や買い物など母親の生活に気遣いをみせてく
れているが、仕事探しがうまくいかず、だんだん気持ちがすさんできて、最近は飲酒の量も増えてきた
こと。亡くなったマサ子さんの夫がアルコール依存症で、暴力をふるうこともあったことから、イチロウさ
んはずっと父親に反発してきたが、結局、息子も同じ様になってしまうのではないかとマサ子さんは心
配していることなどが明らかになった。

ある日の訪問の際、買い物に出ていたイチロウさんが帰宅してきた。イチロウさんは、母親に会いに来
る相談支援員のことを気にしていたようで、マサ子さんの部屋をのぞき、「母がお世話になっています」
と頭を下げた。イチロウさんは、無精ひげが伸び、顔色もすぐれない。ジャージ姿で、体格がいいことも
あり、人に威圧感を与える印象がある。しかし、マサ子さんに「昼のおかず、テーブルの上に置いておく
から」と声をかける表情は穏やかで、親子が互いに思いやっている様子もうかがえる。

相談支援員が、イチロウさんにお会いできてうれしいことを伝え、またお会いして話がしたいと言うと、
最初は「僕のことは結構ですから」と拒否された。しかし再度、お母さんのことも心配だし、いろいろと話
をしながらできることを一緒に考えたいと伝えると、「来てもいいけど、僕は役所とかの人は信じられな
いんだ。前に相談に行ったんだけど、いやな思いをしたからね」と強い口調で話した。



事例シート3 （支援の実施・モニタリング）



【ワーク】

事例シート3をもとに、帳票の「課題と背景要因」

「課題のまとめと支援の方向性」を記入してみま

しょう。



平成29年度 自立相談支援事業従事者養成研修【前期】共通カリキュラム 「相談支援の展開」
（事例シート３）

初回訪問から２か月後、マサ子さんが玄関先で転倒し、左手首を骨折した。この間、相談支援員は２週間に１回の
頻度で訪問し、主にマサ子さんと面談してきた。その過程では、イチロウさんを交えて面談する機会も何度か得ること
ができた。

マサ子さんの骨折を機に、マサ子さんには地域包括支援センターのスタッフが主にかかわることになり、相談支援員
はイチロウさんと世帯の今後について個別に話を進めることになった。
家庭訪問による面談をとおして得られた情報は、次のとおりである。

〇マサ子さんのＡＤＬはかなり低下している。特に、膝に痛みがあり、掃除や洗濯等の家事も相当厳しくなっている。
息子のイチロウさんは、マサ子さんの食事の世話はしているが、その他の家事については、自分の分しかしていない。
〇マサ子さんの老齢年金は月額13万円程度。年金の管理はマサ子さんがしている。持ち家で住民税等の滞納はな

い。イチロウさんには収入がないことから、イチロウさんはマサ子さんから週に一回程度、１万円の食費を受け取り、
自分と母親の分の食材を購入している。以前、板前をしていたことから調理はできるはずであるが、最近ではコンビニ
でお弁当を買うことがほとんどである。その食費から自分が飲むお酒も買っている。

〇イチロウさんが就職活動をまったくしなくなり、家にひきこもりがちになってから約１年が経過する。母親以外と接す
ることはほとんどない。相談支援員と話すときもいつも横を向いていて、目を合わせようとしない。「面接でなんども落
とされてもういやになった。料理人以外の仕事もしようと思ったがこの年齢になると仕事はないね」と話す。

〇「母親のことも心配だし、仕事のこともこのままではいけないんだろうけど、もう何も考えたくない。お酒を飲むと気が
紛れるんだ」とイチロウさんは話す。実際、毎日ではないようだが朝から焼酎を飲んでいることが多い。

〇イチロウさんに「役所でのいやな思い」について尋ねると、「働いていないことについて、上から目線でバカにされた。
詳しくは言いたくない」と話す。辛抱強く話を聞いていったところ、「就職活動をするお金もないから何か援助が受けら
れないか相談に行ったら、いろいろ質問された。聞かれたことがわからなかったから聞き直したら、面倒くさそうに大声
で年寄りに言い聞かせるように繰り返された。あんな対応をされたら、だれでも嫌になるでしょ」と話してくれた。

〇「貯金が少しあったんだけどね、仕事が決まらないうちに使い切ってしまって。だからと言って、母親に小遣いをも
らってまで就職活動をする気にはならないよ」と話した。相談支援員が、すぐに応募できるポスティングのアルバイトが
あり、週払いの交渉もできると話すと、初めて目を合わせ、「詳しく教えてほしい」と身を乗り出した。



アセスメントのポイント

①現状の査定

②背景の理解

③当面の課題の焦点化



課題と
背景要因

※課題のまとめ
と支援の方向性
（300字以内
で整理）

※チェック
項目

□病気 □けが □障害（手帳有） □障害（疑い） □自死企図
■その他メンタルヘルスの課題（うつ・不眠・不安・依存症・適応障害など）
□住まい不安定 □ホームレス ■経済的困窮 □（多重・過重）債務
□家計管理の課題 ■就職活動困難 □就職定着困難 ■生活習慣の乱れ
■社会的孤立（ニート・ひきこもりなどを含む）■家族関係・家族の問題 □不登校
□非行 □中卒・高校中退 □ひとり親 □DV・虐待 □外国籍 □刑余者
□コミュニケーションが苦手 □本人の能力の課題（識字・言語・理解等） □被災
□その他（ ）





















休憩 15分



「終結」の意味について…







事例シート4 プラン評価・終結



【ワーク】

あなたは、事例のどの部分に注目して「終結」と

みなしましたか。



平成２９年度 自立相談支援事業従事者養成研修【前期】共通カリキュラム「相談支援の展開」

（事例シート４）

相談支援員がポスティングの仕事内容について説明すると、イチロウさんは話に聞き入り、「やってみようかな…」と静かにつ

ぶやいた。相談支援員が、早速ポスティングの事業所に電話を掛けてイチロウさんに取り次いだところ、翌日に採用面接を取
り付けることができた。

翌日、夕方になってイチロウさんが相談支援事業所を訪れた。面接帰り、あいさつに寄ってくれたようである。着古したＹシャ
ツにネクタイとスラックス姿。髭を剃り見違えた風貌である。「来週から研修も兼ねて近所をポスティングして回ることになりまし
た。こちらの事業所も配布エリアに入っているんです」という。来週の給料で携帯電話を買うことも予定しているらしい。母に相
談したところ、「就職活動のお金くらい出してあげるのに」といわれようだが、「自分の力で何とかしたい」と考えたようだ。

〇２カ月が経過したころ、イチロウさんからこんな報告があった。ポスティング会社の社長から、「専属スタッフになってほしい」
と声がかかったようだ。「せっかく社長が声をかけてくれたから、やってみようと思って…」と誇らしげに話す。

ポスティングエリアも全て頭に入っているようで、「効率よく回るにはどうすれば良いか、いろいろ試しているんです」という。休
日に配布エリアを回り、効率よい配布ルートを開拓しているという。

〇さらに３カ月後、正社員ではないもののマネージャーという立場になった。収入は、月に１２～１３万円程度。節約のために弁
当を持参することもある。時には、母親の分も作るようだ。「ほんの少しですが、貯金もできるようになりました..」と笑顔で話す。

「母親も応援してくれているので、頑張りたいと思います」という。相談員が「ずいぶん日焼けしましたね。とっても男らしいです
よ！」というと、照れながらニヤリと笑った。

〇マサ子さんには担当のケアマネジャーがかかわり、週に２回デイサービスに通うようになった。毎朝、「いってらっしゃい！今
日も頑張ってね！」と声をかけているという。「行ってきます！」という声を聞くのが、今は何よりも嬉しいという。

〇さらに半年が経過しようとする頃、マサコさんから相談を受けた。
先月、マサコさんの誕生日にイチロウさんがプレゼントをくれたという。「花束だったんですけどね、息子の気持ちが嬉しくて…」
とマサコさん。「そのお返しを何にしようか、相談に乗ってほしい」という。

○マサコさんの骨折が完全に回復していることを確認した相談支援員は、こんな提案をした。「そのプレゼント、一緒に選びに
行きませんか？」と…。



まとめ…

「相談支援の展開と視点」のポイント

①相談支援の展開について基本的な流れ、
構図を理解する。

②実践(事例)を通して支援の視点を理解する。

③本事業における終結を理解する。

①～③は、どの程度理解できましたか？



そして最後にもう一度…

＜研修全体の目標＞

①基本を学ぶ

②学んだことを実践できる

③伝達できる（講師になれる）


